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水神Gシ リーズ

，マ
覇
ヰ
副
ヤ
劉
！で
な
襴
槻

私
電機嚢
浜
田
市
で
見
学
会

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
を
使
い
、
安
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
パ
ソ
コ
ン
て
上
下
水
道
施
設
を
監
視
制
御
す
る

「や
く
も
水
神
Ｇ
シ
リ
ー

ズ
」
を
開
発
し
た
小
松
電
機
産
業
は
１５
日
、
上
水
道
、
簡
易
水
道
、
工
業
用
水
道
施
設
を

一
括
管
理
し
て
い
る
島
根
県
浜
国
市
の

美
川
浄
水
場
で
、

「や
く
も
水
神
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
」
に
よ
る
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
の
見
学
会
を
開
催
。
そ
の
後
、
会
場
を
同
社
本
社

に
移
し
て
、
少
柏
――
ハ
ル
し
防
――
践
卜
膨
降
汰
膨
あ
路
陪
新
鮮
鮮
撲
謄
肝
段
Ｆ
Ｆ
防
隠
悟
孫
解
勝
馬
に
ゆ
栓
肱
陰
Ｍ
Ｌ
臣
枠
ヒ
隆
博

演
会
を
開
い
た
。
講
演
会
に
は
約
１
０
０
人
が
出
席
し
た
。

浜
田
市
は
平
成
１７
年
１０
月
、

旧
浜
田
市
と
周
辺
３
町
１
村
が

合
併
。
人
口
は
約
６
万
人
。
県

内
第
二
の
人
口
と
第
二
の
広
大

な
面
積
を
擁
し
て
い
る
。
水
道

普
及
率
は
９９

・
８
％
で
、
見
学

会
場
に
な

っ
た
美
川
浄
水
場

（日
量
２
万
２
０
０
０
立
方
財
）

は
地
下
水
を
水
源
に
市
内
の
給

水
の
７５
％
を
ま
か
な
う
。

施
設
を
見
学
し
た
吉
村
代
表

は

「浜
田
市
の
２
０
２
カ
所
に

及
ぶ
水
施
設
を
単
年
度
で
や
く

も
水
神
Ｇ
シ
ス
テ
ム
に
の
せ

た
。
上
水
道
の
み
な
ら
ず
簡
易

水
道
や
下
水
道
施
設
も
シ
ス
テ

ム
に
取
り
込
ん
て
い
る
。
水
イ

ン
フ
ラ
の
コ
ス
ト
削
減
に
大
き

く
貢
献
て
き
る
と
思
う
。
今
後

は
そ
の
運
転
ヂ
ー
タ
や
技
術
ヂ

ー
タ
を
経
営
判
断
に
ど
う
活
か

す
の
か
と
い
う
む
提
案
も
お
願

い
し
た
い
」
と
同
シ
ス
テ
ム
の

今
後
の
展
開
に
期
待
を
寄
せ

た
。見

学
会
の
冒
頭
、
小
松
昭
夫

社
長
は

「水
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

し
て
社
会
問
題
を
解
決
す
る
。

新
し
い
市
場
を
開
拓
し
て
世
界

に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
平
和
の

問
題
に
も
貢
献
で
き
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。
続
い
て
浜
田
市

水
道
部
の
白
瀬
亘
係
長
が
水
道

事
業
の
紹
介
と
設
備
概
要
の
説
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約 100人 の参加者 を前 に小松社長 (中奥 )があ いさつ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

遠
隔
運
転
管
理
デ
モ

明
を
行

っ
た
。

白
瀬
係
長
は
、
上
下
水
道
や

簡
易
水
道
、
工
業
用
水
道
を

一

括
し
て
管
理
し
て
い
る
こ
と
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
を
公
募
し
た
結
果
、

「や
く
も
水
神
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
」

に
決
め
た
と
経
緯
を
説
明
。
「従

来
の
専
用
回
線
が
無
線
に
な

り
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
施
設
の
監

視
操
作
が
で
き
る
た
め
、
広
大

な
エ
リ
ア
を
少
人
数
て
管
理
て

き
る
。
コ
ス
ト
削
減
、
省
力
化

を
図
り
、
施
設
の
地
図
情
報
が

得
ら
れ
る
た
め
山
間
施
設

へ
の

ア
ク
セ
ス
も
容
易
に
な

っ
た
」

な
ど
と
特
徴
を
紹
介
し
た
。

「や
く
も
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
」
は

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
導
入
し
た
小
松
電
機
産
業

の
最
新
シ
ス
テ
ム
。
す
で
に
全

国
２
４
０
自
治
体
、
６
０
０
０

カ
所
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ベ

テ
ラ
ン
職
員
の
減
少
、
管
理
の

効
率
化
、
経
費
の
節
減
、
広
域

合
併
時
代
の
新
し
い
管
理
シ
ス

テ
ム
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。


